





























































ieferung, 2002, S.39ff. がある。それらの諸規定の中、後見及び

















ourt decisions on international jurisdiction and practice, Y
ear-
book of private international law
 2006, p.289 et seq. が見られる。
　
以下においては、ラトビア民法典導入規定である第一条ないし第二五条の全規定の邦訳を掲げた。これらの諸規


















enrich, a. a. O
. S.67ff. に収載されて





























本法の諸規定は、先ず、その直接的な意味に従って解釈されるものとする。必要な場合 は、そ らは、本 の












































婚姻がラトビアにおいて締結されるとき、婚姻する権利、婚姻締結 方式、及び、婚姻 効力は、 法に
従って決定されるものとす 。　
同様に、ラトビア市民の外国において婚姻する権利は、ラトビア法に従って決定されるものと 。 場合に
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